
「平成２４年度 上北沢区民センター文化祭」で 

上北沢桜並木会議が展示した内容 
 

『江戸後期から明治を中心に‘旧 上北沢村を見る’ 

この名前の村は賑わっていた！！』 

 

 

１．年表 

 

２．現 上北沢／桜上水（平成 22 年版）と旧 上北沢村（明治 13 年「フラン

ス式彩色地図」） 

 

３．旧 上北沢村中心付近の想定図 

①鈴木左内邸（現 区立緑丘中学校、早苗保育園 他） 

②榎本平蔵邸 

③鈴木左内家 長屋門 

④牡丹園「凝香園」 

⑤幽谿山観音寺密蔵院 

⑥勝利八幡神社 

⑦左内弁天社 

 

４．「遊歴雑記」［左内家の牡丹］の道筋 

・「鈴木左内邸 庭園の図」 

・「榎本平蔵邸 藤棚の図」 

・「密蔵院の図」 

・＜浮世絵＞三十六花撰「北沢 牡丹」立祥 筆 

 

 

 





旧荏原郡上北沢村略年史
時代 西暦 時代 西暦

先土器 遺物 近代 明治 1 1868 明治維新

縄文 早期 : 遺構　・　中~後期 : 住居址　 4 1871 寺社領制の廃止で、増上寺領を離

弥生 住居址 れて一般の村となる。

古墳 住居址 12 1879 連合戸長制により 松原 赤堤 上北

(飛鳥) 澤の各村が連合し、戸長に鈴木左

平安 万寿 3 1026 勝利八幡神社　創建。（藤原道長の世） 内がつき、邸内に役場が置かれた。

（鎌倉） 22 1889 町村制により、上北沢 赤堤 松原

南北朝延文 1 1356 吉良治家 陸奥管領を退き、世田谷 の三村を併せて 松沢村となる。

領主となる。 （以後天正18年まで234年間） 大正 4 1915 京王電気軌道開通「北沢駅」開業。

室町 天文 3 1534 上北沢住の吉良家家臣川村、広沢 8 1919 巣鴨病院が移転、松沢病院となる。

大友氏　ら多くの家が疫病に倒れる。 昭和 7 1932 東京市域拡張により、松沢村は、世

永禄 5 1562 鈴木家の祖、後北条氏の家臣鈴木 田谷町、駒沢町、玉川村の3町村と

新八郎重継が　上北沢に入る。 合わせて世田谷区となった。

安土 天正 8 1580 榎本家の祖　榎本河内守重㤗の子 41 1966 行政区分改変により街は「上北沢」

/桃山 氏重が　下野国から上北沢に入る。 と「桜上水」に二分され更に、「上北

〃 18 1590 豊臣秀吉により、後北条氏が滅び、 沢」が烏山支所に、「桜上水」が北

関東が徳川氏の領有となり、上北沢 沢支所に分断された。

は伊丹氏の所領となる。（以後48年間） 　　　　　　　

慶長 3 1598 観音堂を修築し、頼慶和尚を住職

として密蔵院が創建された。（秀吉没）

江戸 〃 8 1603 江戸幕府　開府。

寛永 17 1640 旗本　中根氏の知行地となる。　　

　　　　（以後、元禄元年(1688)まで60年間）

万治 1 1658 玉川上水の完成から4年後に、

「上北沢分水」が完成。北沢川の水

量が増し、農業生産が急増する。

正徳 3 1714 上北沢村は増上寺領となり、村高は

六代家宣公、七代家継公の御霊屋

料となる。（明治維新まで以後150年余続く）

享保 3 1718 将軍家の御鷹場の再編成が行われ

上北沢村は中野筋に入る。これで、

高井戸宿の助郷が免除されている。

(化政期) 1800 村、大いに賑わう。市中から、幕臣、

　｜ 文人墨客、見物、参詣客多く訪れ、

1830 中通りに茶店が並び、料理屋も建つ。

和暦和暦





３．旧 上北沢村中心付近の想定図
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